
鶴
岡
市
の
民
俗
芸
能
交

流
発
表
会
が
４
日(

土)

、

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
に
始
ま
り
、

今
回
で
４
回
目
と
な
る
発

表
会
に
、
各
地
域
か
ら
５

団
体
が
出
演
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、

布
川
敦
教
育
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

布
川
氏
は
、
本
市
の
民

俗
芸
能
保
存
継
承
事
業
に

対
し
て
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
に
よ
り
、
神

奈
川
県
相
模
原
市
の(

株)

ホ
ン
マ
電
気
か
ら
多
額
の、

寄
付
を
い
た
だ
い
た
こ
と

会
長
の
本
間
俊
三
（
と
し

ぞ
う
）
氏
は
、
温
海
地
域

出
身
と
の
こ
と
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

出
演
団
体
は
、
役
者
の

士
気
を
下
げ
な
い
た
め
に

も
、
こ
う
い
っ
た
機
会
を

利
用
し
、
民
俗
芸
能
を
次

世
代
に
確
実
に
つ
な
げ
る

と
い
う
強
い
思
い
で
、
出

演
を
希
望
さ
れ
た
、
と
述

べ
ま
し
た
。

伝
統
芸
能
の
存
続
は
、

地
域
の
小
中
学
生
の
存
在

が
大
き
く
、
地
域
の
学
校

を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
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（月２００円程度）
2月 29人 17,180円
1月 27人 21,070円

民
俗
芸
能
の
交
流
発
表
会
に
５
団
体
出
演

地
域
の
小
中
学
生
の
存
在
大
き
く

村
の
四
季

33
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

私
の
８
月

日
15

、

私
は
前
に
も
述
べ
た
が

小
学
校
か
ら
改
称
さ
れ
た

八
栄
島
国
民
学
校
の
第
１

回
卒
業
で
あ
る
。

卒
業
す
る
と
隣
村
の
豊

栄
の
日
向
政
治
様
（
ム
ラ）

で
は
さ
ま
と
呼
ん
で
い
た

に
若
勢
と
し
て
働
い
た
。

日
向
家
は
素
封
家
で
、

農
業
団
体
は
じ
め
村
会
議

長
な
ど
の
要
職
を
務
め
ら

れ
た
。

私
は
農
作
業
は
勿
論
、

鶴
岡
や
酒
田
に
小
間
使
い

が
多
か
っ
た
。
お
か
げ
で

言
葉
使
い
や
礼
儀
作
法
、

農
業
の
勉
強
も
出
来
て
、

あ
り
が
た
か
っ
た
と
今
で

も
思
っ
て
い
る
。

１
９
４
５
（
昭
和

）
20

年
８
月

日
は
、
い
つ
も

15

の
日
課
で
馬
草
を
刈
り
、

朝
食
を
終
え
る
と
盆
休
み

で
あ
る
。
何
も
す
る
こ
と

が
な
い
の
で
、
日
向
家
で

本
を
借
り
、
台
所
に
続
く

休
み
部
屋
で
、
１
時
間
く

ら
い
寝
そ
べ
っ
て
本
を
読

み
、
家
に
帰
っ
た
。

日
向
家
に
は
、
名
曲
の

レ
コ
ー
ド
と
、
世
界
文
学

全
集
や
明
治
文
学
全
集
な

「

」

ど
を
揃
え
た
日
向
文
庫

が
あ
り
、
自
由
に
貸
し
て

く
れ
た
。

こ
の
年
の
夏
は
炎
天
続

き
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
日

は
特
に
暑
か
っ
た
。
午
後

か
ら
友
達
と
隣
村
に
相
撲

大
会
を
見
に
行
く
こ
と
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
正
午

前
に
日
向
家
に
行
っ
た
。

、

主
人
經
治
さ
ん
は
午
前
中

田
ん
ぼ
の
見
回
り
を
し
な

が
ら
稗
取
り
を
さ
れ
た
よ

ひ
え

う
で
あ
る
。

食
卓
に
つ
く
と
、
沈
ん

だ
面
持
ち
で
「
こ
れ
か
ら

重
大
放
送
が
あ
る
」
と
言

う
。
皆
シ
ー
ン
と
し
て
い

る
。正

午
の
時
報
と
共
に
、

「
朕
（
ち
ん
）
深
ク
世

界
ノ
大
勢
ト
帝
国
ノ
現
状

ト
ニ
鑑
ミ
・
・
・
」
に
始

ま
る
、
天
皇
の
玉
音
放
送

で
あ
っ
た
。

ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
り、

聴
き
取
り
に
く
か
っ
た
が

無
条
件
降
伏
で
あ
っ
た
。

經
治
さ
ん
は
、
食
事
も

そ
こ
そ
こ
に
、
悲
痛
な
面

持
ち
で
茶
の
間
に
引
き
上

げ
て
い
っ
た
。
こ
れ
か
ら

の
時
代
が
大
き
く
変
わ
る

の
を
感
じ
取
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

私
は
友
だ
ち
と
約
束
が

あ
っ
た
の
で
、
北
の
方
に

向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
長
沼

十
文
字
に
向
か
っ
た
。
農

道
に
は
畦
畔
草
が
い
っ
ぱ

く
ろ
く
さ

い
に
干
さ
れ
て
い
た
。
太

陽
熱
の
蒸
し
返
し
で
い
っ

そ
う
暑
さ
を
感
じ
た
。

相
撲
大
会
は
中
止
で
あ

っ
た
。
神
社
で
は
ご
祈
祷

を
終
え
、
直
会
で
あ
っ
た

が
、
シ
ー
ン
と
し
て
お
祭

り
気
分
で
は
な
か
っ
た
。

私
た
ち
は
な
ん
と
な
く

気
恥
ず
か
し
い
寂
寥
感
に

せ
き
り
よ
う
か
ん

襲
わ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち

で
帰
っ
た
。

山
王
様
の
獅
子
舞

大
山
い
ざ
や
ま
き
、
小
中

高
生
が
出
演

渡
前
小
学
校

代
目
子
ど

25

も
獅
子
踊
り

温
海
嶽
熊
野
神
社
獅
子
舞

あ
つ
み
だ
け
く
ま
の

湯
田
川
温
泉
神
楽
、
客
席

に
降
り
て
大
歓
声



国
が
定
め
る
保
育
士
の

配
置
基
準
が
、
国
会
で
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
の
配
置
基
準
は
、

０
歳
児
が
３
対
１
人
、

、

、

１
２
歳
児
は
６
対
１

３
歳
児
は

対
１
、

20

、

、

４
５
歳
児
は

対
１

30

、
、

定
め
ら
れ
た
の
は
１、

、

２
歳
児
が

年
前
で
４

56

５
歳
児
は

年
も
前
で
す

75

（

。

図
参
照
）

日
本
共
産
党
の
本
村
伸

子
議
員
が
３
日
の
衆
院
予

算
委
員
会
で
、
岸
田
政
権

の
保
育
政
策
を
追
及
し
、

「
軍
事
費
は
２
倍
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
際
的
に
遅

れ
て
い
る
保
育
士
の
配
置

基
準
の
改
善
は
後
回
し
。

こ
う
い
う
政
治
を
変
え
る

べ
き
だ
」
と
保
育
士
配
置

基
準
の
一
刻
も
早
い
改
善

を
迫
り
ま
し
た
。

本
村
氏
は
、
今
の
実
態

に
あ
わ
な
い
配
置
基
準
で

あ
り
、
３
、
４
、
５
歳
児

で
は
、
経
済
協
力
開
発
機

構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
調
査

国
・
地
域
で
最
低
だ
と
指

摘
。
子
育
て
施
策
に
「
異

次
元
」
と
つ
け
る
岸
田
政

権
に
対
し
「
異
次
元
と
い

う
が
、
低
次
元
す
ぎ
る
」

と
た
だ
し
ま
し
た
。

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
相

は
「
単
純
に
は
比
較
で
き

な
い
」
と
し
つ
つ
「
他
国

（

と
比
べ
た
配
置
基
準
が
）

十
分
で
な
い
と
い
う
ご
指

摘
は
十
分
受
け
止
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

年
金
削
っ
て
大
軍
拡

先
日
、
税
金
の
申
告
用

紙
が
届
い
た
が
、
こ
れ
が

届
い
た
あ
る
人
か
ら
、
今

年
も
申
告
頼
む
で
・
と
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ
が
あ
っ
た
の
で
手

伝
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。

▲
そ
こ
で
は
当
然
、
去
年、

の
控
え
も
見
る
わ
け
だ
が

年
金
の
収
入
金
額
で
今
年

が
６
千
円
不
足
だ
っ
た
。、

社
会
保
険
料
は
と
見
れ
ば

こ
っ
ち
は
逆
に
７
千
円
増

え
て
い
た
ん
だ
。
往
復
で

年
間
１
万
３
千
円
減
っ
て

い
た
ん
だ
っ
ケ
。

▲
じ
ゃ
と
い
う
事
で
帰
っ、

て
自
分
の
物
を
見
れ
ば
ダ

収
入
金
額
で
８
千
円
不
足

で
、
社
会
保
険
料
は
２
万

９
０
０
円
増
え
て
い
た
ん

だ
。
合
わ
せ
て
３
万
円
程

減
っ
て
い
た
事
に
な
る
。

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
も
同。

じ
よ
う
な
格
好
・
・
・
・

▲
社
会
保
険
で
あ
る
介
護

保
険
料
や
後
期
高
齢
者
保

険
料
は
、
あ
な
た
の
今
年

は
こ
う
な
り
ま
す
・
と
、

通
知
が
来
ま
す
が
、
ど
う

せ
年
金
か
ら
差
し
引
く
ん

だ
か
ら
と
、
金
額
を
「
お

っ
き
い
も
ん
だ
の
～
」
と

見
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
形
・

つ
ま
り
収
入
が
減
っ
て
負

担
が
増
え
る
・
と
い
う
形

、

。

は
益
々
と
な
る
と
思
う

大
軍
拡
の
為
に
サ
。

▲
許
せ
ま
せ
ん
。
諦
め
て,

は
だ
め
で
す
。
諦
め
た
ら

「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
・
勝

つ
ま
で
は
」
な
ん
て
、
あ

の
時
代
と
同
じ
窮
乏
生
活

に
な
り
ま
す
ヨ
。
国
民
の

声
を
聴
か
な
い
で
・
つ
ま

り
国
会
に
か
け
な
い
で
バ

イ
デ
ン
に
説
明
し
た
大
軍

拡
を
、
国
民
の
力
で
潰
す

事
で
す
。
戦
争
反
対
の
声。

を
大
き
く
す
る
こ
と
で
す

▲
防
衛
３
文
書
は
、
日
本

に
攻
撃
が
無
く
て
も
米
国

に
攻
撃
が
あ
れ
ば
、
日
本

か
ら
ト
マ
ホ
ー
ク
等
を
、

敵
基
地
と
思
う
所
に
ぶ
ち

込
む
と
い
う
も
の
。
首
相

が
言
う
・
国
民
の
安
全
を

守
る
ど
こ
ろ
か
、
戦
争
へ。

飛
び
込
む
も
の
な
の
で
す

そ
ん
な
事
は
絶
対
許
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
（
石
川
）

。

中
で
、
教
育
民
主
化
運
動

や
教
員
組
合
運
動
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、

教
員
の
多
く
は
安
易
な
生

活
に
陥
っ
て
い
な
い
か
。

二
昔
に
わ
た
っ
て
運
動

を
進
め
た
人
達
は
、
悪
い

条
件
の
下
で
何
百
倍
も
の

意
気
と
信
念
と
情
熱
を
も

っ
て
、
民
主
教
育
理
念
の

実
現
の
た
め
苦
難
の
途
を

切
り
開
い
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
歴
史
を
正
し

く
、
し
か
も
謙
虚
に
把
握

す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

民
主
運
動
が
展
開
す
る
と

信
ず
る
。

こ
の
歴
史
は
、
日
本
帝

の
統
合
な
ど
で
、
教
員
は

飢
餓
線
上
に
追
い
込
ま
れ

た
。そ

し
て
、
一
方
で
は
聖

戦
賛
美
、
従
順
主
義
を
注

ぎ
込
ま
れ
、
組
織
に
よ
る

教
育
闘
争
か
ら
遠
の
か
さ

れ
て
い
た
。

特
に
東
北
地
帯
で
は
、

以
上
の
よ
う
な
軍
国
主
義

教
育
の
も
と
に
あ
る
と
と

も
に
、
凶
作
な
ど
も
あ
っ

て
、
村
人
は
人
間
以
下
の

生
活
を
強
い
ら
れ
「
欠
食

、

児
童
」
も
現
れ
た
。

さ
ら
に
天
皇
制
・
軍
国

主
義
教
育
が
進
め
ら
れ
、

兵
士
と
な
っ
た
。

ひ
と

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

動
を
も
視
野
に
入
れ
、
戦

前
の
日
本
教
員
労
働
組
合

運
動
の
概
略
を
述
べ
て
い

る
。長

文
な
の
で
要
約
を
記

し
た
い
と
思
う
。

国
際
的
民
主
主
義
の
力

で
も
た
ら
さ
れ
た
自
由
の

国
主
義
が
要
請
す
る
教
育

体
制
の
進
行
に
対
す
る
闘

争
史
で
あ
る
。

東
京
大
震
災
（
１
９
２

）

、

３
年
に
よ
る
恐
慌
か
ら

１
９
２
９
年
か
ら

年
代

30

の
世
界
恐
慌
で
、
独
占
資

本
は
産
業
合
理
化
に
よ
る

大
量
首
切
り
・
賃
下
げ
・、

工
場
閉
鎖
な
ど
を
強
行
し

ま
た
１
９
３
１
年
満
州
事

変
を
起
こ
し
、
中
国
侵
略

を
始
め
た
。

教
育
界
も
１
万
５
千
の

失
業
教
員
を
出
し
、
町
村

財
政
の
窮
乏
か
ら
、
教
員

の
首
切
り
・
月
給
の
減
額

や
支
払
い
延
期
、
さ
ら
に

長
期
停
止
・
学
校
・
学
級

俊
太
郎
論
文

県
教

員
労
働
組
合
の
過
去

と
現
在
①

戦
前
の
民
主
的
な
山
形

県
教
育
労
働
者
組
合
結
成

と
、
そ
の
後
の
展
開
の
中

心
で
あ
っ
た
俊
太
郎
は
、

１
９
４
８
年
（
昭
和

）
23

に
、
論
文
『
山
形
県
教
育

労
働
組
合
に
つ
い
て

本
︱

』

県
民
主
教
育
運
動
小
史
︱

（
１
９
４
８
年
）
を
発
表

し
、
世
界
の
教
員
組
合
運

保
育
士
の
配
置
基
準
の
改
善
を
一
刻
も
早
く

年
以
上
も
変
わ
っ
て
い
な
い

70


